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当
都
波
岐
奈
加
等
神
社
は
、
延
喜
式
内
で
小
社
で
は
あ
る
が
、
伊
勢
国

一
の
官
で
あ
る
。
創
立
は
、
雄
略
天
皇
の
二
十
二
年
二
月
で
、

猿
田
彦
大
神
人
世
の
孫
、
伊
勢
国
造
高
雄
束
命
が
勅
を
奉
じ
て
伊
勢
国
河
曲
県
中
跡
里
（現
鈴
鹿
市

一
ノ
官
町
）に
三
社
を
造
営
し
、
そ

の
一
社
を

「都
波
岐
神
社
」、
ま
た
他
の
一
社
を

「奈
加
等
神
社
」
と
称
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
社
殿
は
、　
一
つ
で
二
社
が
相
殿
の

神
社
で
あ
る
。

創
立
の
際
、
天
椎
野
命
十
五
世
の
孫
中
跡
直
山
部
広
幡
が
宣
旨
を
受
け
初
代
の
祭
主
を
務
め
、
そ
の
子
孫
が
代
々
神
主
を
継
承
し
、

当
代
で
第
二
十
人
代
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
初
め
の
淳
和
天
皇
の
天
長
年
間
に
は
、
弘
法
大
師
が
本
社
に
参
篭
し
、
獅
子
頭
二
日
を
奉
納
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
平

安
時
代
を
通
じ
て
歴
代
天
皇
の
崇
敬
が
厚
く
度
々
神
階
を
進
め
ら
れ
た
が
、
特
に
白
河
天
皇
は
承
暦
三
年
当
二
社
に
対
し
て
正
一
位
を

授
け
ら
れ
農
筆
の
勅
額
を
賜
つ
た
。

本
社
は
、
中
世
に
入
り
更
に
大
き
な
発
展
を
示
し
た
。
花
園
天
皇
の
正
和
年
中
に
、
摂
政
冬
平
公
の
執
奏
に
よ
り

「神
伝
記
」
を
天

覧
に
供
し
、
嘉
慶
年
中
に
は
、
室
町
幕
府
の
征
夷
大
将
軍
足
利
義
満
が
、
富
士
登
山
の
帰
途
本
社
に
参
拝
し
、
幣
串
を
供
え
社
領
を
寄

進
し
た
の
で
多
く
の
武
士
が
参
詣
し
た
と
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
本
社
の
神
宮
寺
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
、
当
寺
所
蔵
の
鰐
目
が
奈
良
市
富
屋
中
町
の
霊
山
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
知
ら
れ
る
。
そ
の
銘
に
、
「応
永
十
二
年
伊
勢
国
河
曲
庄
中
跡
神
宮
寺
、
大
工
藤
政
吉
」
と
き
ざ
ま
れ
て
い
る
。

永
禄
年
中
、
織
田
信
長
は
伊
勢
平
定
の
軍
を
進
め
近
く
の
神
戸

・
高
岡
の
二
城
を
攻
略
し
た
。
そ
の
際
、
本
社
は
兵
火
に
か
か
り
社

殿
が
焼
か
れ
た
。
そ
の
時
、
本
社
に
伝
わ
る
白
河
帝
の
勅
額
以
下
の
文
書

・
記
録
の
類
が
多
く
焼
亡
し
た
が
、
幸
い
に
も
獅
子
頭
は
他

所
へ
移
し
難
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
奇
し
き
謂
れ
の
あ
る
獅
子
頭
は
、
本
社
の
大
切
な
宝
物
と
し
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

因
み
に
、
往
事
に
は
、
閏
年
の
祈
年
祭
に
、
獅
子
頭
を
出
し
て
祭
式
を
行
い
各
地
を
舞
い
歩
く
こ
と
を
例
と
し
て
い
た
。

社
殿
は
、
江
戸
時
代
に
入
り
、
寛
永
年
中
に
、
神
戸
城
主

一
柳
監
物
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代
末
期
に
は
、

本
県
阿
蘇
神
社

・
茨
城
県
鹿
島
神
宮
と
同
じ
、
摂
政
家
で
あ
る
鷹
司
家
の
執
奏
社
と
し
て
大
宮
司
職
が
置
か
れ
、
大
き
な
勢
力
を
有
し

た
。明

治
に
入
り
、
当
地
は
、
河
芸
郡

一
ノ
宮
村
大
字
中
戸
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
三
十
六
年
に
は
、
県
社
に
列
せ
ら
れ
更
に

一
層
の
発
展
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
後
、
著
し
く
衰
微
し
た
が
、
平
成
九
年
二
月
二
十
四
日
早
暁
、
明
治
九
年
の
建
立
に
な
る
木
造

・
瓦
葺
の
拝
殿

・
祝
詞

殿
が
不
審
火
に
よ
つ
て
焼
失
し
た
。
そ
の
後
、
氏
子
の
計
ら
い
に
よ
つ
て
、
新
拝
殿
が
翌
年
に
再
建
さ
れ
、
十
月
十
日
に
竣
工
式
を
行

っ
た
。

往
古
よ
り
、
猿
田
彦
大
神
は
、
方
位
方
除
の
神
す
な
わ
ち
道
開
き
の
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
そ
の
御
神
徳
を
慕
い
全
国
各
地
か
ら
の

参
拝
者
が
絶
え
な
い
。
因
み
に
、
長
野
県

「戸
隠
神
社
の
お
み
く
じ
」
釜
こ
の
一
文
に
は
、
「都
波
岐
大
神
を
信
仰
す
べ
し
」
と
あ
る
。

江
戸
時
代
の
高
名
な
国
学
者
（本
居
宣
長
門
下
）
の
伴
信
友
は
考
証
研
究
に
優
れ
た
業
績
を
残
し
た
が
、
当
社
を
、
「小
社
な
れ
ど
も

一

の
官
な
り
」
と
そ
の
文
に
記
し
て
い
る
。

秋
田
県
秋
田
郡
鷹
巣
町
坊
沢
字
下
上
野
の
鷹
巣
中
学
校
の
す
ぐ
近
く
に
次
の
よ
う
な
石
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
。

近
く
の
人
達
は
、
庚
申
様
と
も
呼
ん
で
い
る
石
碑
で
あ
る
。
石
碑
に
は
、
「都
婆
岐
神
社
」
と
当
神
社
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
裏
面

に
は
、
明
治
三
十
九
年
二
月
十
三
日
建
設
と
あ
り
、
之
を
建
立
し
た
人
達
が
、
「人
幡
講
中
十
八
名
寄
進
之
」
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
頃
、
当
神
社
に
詣
で
た
人
幡
講
の
人
達
が
記
念
に
立
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。



《都
波
岐
奈
加
等
神
社
の
祭
神
と
祭
例
》

一
、　
都
波
岐
奈
加
等
神
社
の
祭
神

響

ヽ

一　
に
〕

裁

翻

贅

亀

彎

上
掲
の
御
神
号
掛
け
軸
は
、
茨
城
県
水
海
道
市
の

深
谷
勇
様
の
お
宅
に
伝
え
ら
れ
た
当
神
社
の
も
の

で
あ
る
。
昭
和
四
年
に
当
神
社
に
参
拝
し
た
当
地

の
庚
申
講
七
人
の
方
々
に
よ
っ
て
庚
申
の
祭
り
に

際
し
て
、
床
の
間
に
飾
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
殿

【都
波
岐
神
社
】

【奈
加
等
神
社
】

猿
田
彦
大
神

天
格
野
命

中
筒
男
之
命

境
内
社
（本
殿
前
左
右
の
社
）

【小
川
薬
王
子
社
】

向
か
っ
て
左
側

天
宇
受
賣
命

大
穴
牟
遅
神

少
昆
古
名
神

宇
迦
之
御
魂
命

品
陀
和
気
命

鷹
司
房
輔
公

菅
原
神

須
佐
之
男
命

大
山
津
見
神

天
照
大
御
神

天
児
屋
命

【神
明
春
日
社
】

向
か
っ
て
右
側

①
歳
旦
祭

②
じ
め
縄
焼
納
祭

③
祈
年
祭

④
初
午
祭

⑤
講
社
春
季
大
祭

⑥
夏
越
の
大
祓

⑦
天
王
祭

一
月

一
日
（祝
）午
前
七
時
三
十
分

一
月
十
五
日
（土
）午
前
九
時
～

二
月
二
十
日
（日
）午
前
十

一
時

二
月
四
日
（金
）午
後
二
時

五
月
五
日
（祝
）午
後
三
時

六
月
二
十
日
（本
）午
後
六
時
二
十
分

七
月
十
四
日
（木
）午
後
七
時
三
十
分

⑧
秋
季
例
大
祭
　
　
十
月
八
日
（土
）午
前
十

一
時

⑨
小
川
薬
王
子
社
祭

十
月
九
日
（日
）午
後
四
時

⑩
七
五
三
詣
　
　
　
十

一
月

一
日
（火
）～
十
五
日
（火
）

①
新
嘗
祭
　
　
　
　
十

一
月
二
十
三
日
（祝
）午
前
十

一
時

⑫
山
神
祭
　
　
　
　
十
二
月
四
日
（日
）午
前
六
時

⑬
年
末
大
祓
　
　
十
二
月
二
十
日
（金
）午
後
四
時
三
十
分

※
他
に
、
毎
月
十
五
日
に
は
、
月
次
祭
が
行
わ
れ
る
。




